
平成２５年度　広島市立己斐上中学校　学校評価 年間　成果と課題

目　　標 評価指標

① ② ③ ④ 0% 50% 100%

76% 24% 0% 0% A 教　員

82% 14% 3% 1% A 生　徒

71% 29% 0% 0% A 教　員

65% 22% 9% 4% A 生　徒

53% 35% 0% 12% A

44% 22% 22% 11% C

47% 26% 14% 13% B 生　徒

24% 40% 27% 10% C 保護者

「ＫＵデザイン　話し合
いモデル等を示す」の項
目で3.5ポイント以上を
目指す

D 教　員
○前期より研修を重ねていくことで教員の意識も高まり、前期に比べて達成率も７５％に達してきた。
目標の８７％も間近なので今後も授業改善や工夫を図っていきたい。

47% 35% 18% 0% A 教　員

80% 17% 3% 0% A 生　徒

31% 49% 18% 2% A 保護者

41% 41% 18% 0% A 教　員

74% 21% 4% 1% A 生　徒

46% 44% 9% 1% A 保護者

53% 35% 12% 0% A 教　員

84% 12% 3% 0% A 生　徒

29% 30% 37% 5% C 保護者

○成果
　前期の数値をさらに３．３ポイント上回り、前期同様「できなかった」と答えた生徒がいな
かったことは年間を通しての大きな成果といえる。また、教員も「協力体制が取りやすい工
夫」を継続して行ってきた成果と考える。
○課題
　３学年が受験期を迎えるなど家庭での生活も変化してきたことも考えられるが、前期を２．
４ポイント下回った。今後、家庭での役割などを考えられるよう指導を継続していく。

生　徒
・学級活動や行事に参加するとき、クラスの友だちと
協力できていますか。

96.8% 3.2%

保護者
・お子様は家庭内で掃除など家の手伝いをしています
か。

58.8% 41.2%

保護者
・お子様は家庭では自分の気持ちや考えを話すこと
（場面）がありますか。

90.1% 9.9%

自尊心を育み、
生徒同士のより
良い人間関係づ
くりと連帯感の
ある学級づくり
を行う

他の生徒と協力し
て学級活動や行事
に参加している生
徒の割合
（８０％以上を目
指す）

教員
・学級活動や行事等の場面をとらえて、班や友だちと
協力体制が取りやすい工夫をしていますか。

88.2% 11.8%

共同学習やグルー
プ討議時に他の人
の話を聞いて、そ
れに対して自分の
意見を表現できた
と答えた生徒の割

合
（８０％以上を目

指す）

教　員
・グループ討議や班活動などで、話をしっかり聞き、
自分の意見を発表できる工夫や場面を設定しています
か。

82.4% 17.6%

○成果
　「班やグループ活動の時、相手の話を聞いてから、自分の意見をしっかり発表している」と答えた生
徒が95％を超えた。共同学習の場面において、落ち着いた雰囲気で取り組めており、また、相手の
意見を理解しようと聞く姿勢によって、自分の意見を恥ずかしがらずに発表することにつながったと考
えられる。
　○課題
　相手の話をしっかり聞き、自分の意見を発表できるグループ討議や班活動を設定していると答えた
教員は82％で、前期と比較すると11％減となった。これは、本校での研究課題にもなっている「言語
活動」の充実を図るため、教員が自身の取り組みに、より厳しい目で振り返りを行っていることが関係
していると考えられる。今後も効果的な場面設定に向け、改善していきたい。

生　徒
・班やグループ活動の時、相手の話を聞いてから、自
分の意見をしっかり発表していますか。

95.2% 4.8%

○成果
　他の人の話や発表に顔を向けて聴こうとしていると答えた生徒の割合は９６．５％と、前期と比べて
２％ほど上昇しており、目標数値も前期と同じく上回ることができた。理由として、授業や学活等の場
面の中で、人が話をするときには作業を止める、発表者を見て聴くという指導を、ほとんどの教員が
継続して取り組んでおり、それが家庭でも家族の人の話をしっかり聞くことにつながっていると考えら
れる。
○課題
　他の人の話や発表に顔を向けて聴こうとしていると答えた生徒の割合と比較すると、家族の話を
しっかりと聞いていると感じている保護者の割合は若干低くなっているものの、８０％を超えている。や
はり、身内ということで、家族の話を授業のように真剣に聴くというのは気恥ずかしいという面等が関
係していると考えられるが、保護者・家庭の協力を得ながら、一層の充実を目指していきたい。

生　徒
・話や発表を聴くとき、相手の方を向いてしっかり聴
いていますか。

96.5% 3.5%

保護者
・お子様は家族の人の話をしっかりと聞いています
か。

80.2% 19.8%

言語活動の充実
を図り、思考
力、判断力、表
現力を育てる

教　員
※ＫＵデザインチェックリストの集計結果に基づき、評価
する。

他の人の話や発表
に顔を向けて、聴
こうとしていると
答えた生徒の割合
（８０％以上を目

指す）

教　員
・授業やその他の場面で相手の方を向いて話や発表を聴く
ように指導していますか。

82.4% 17.6%

○成果
　家庭学習の習慣が身に付いている生徒の割合は、前期と比較し、約３％上昇し、評価も
Ｃ評価からＢ評価に変わった。保護者についても、約６％上昇していることから、学習習慣
が身に付きつつある生徒は着実に増えているといえる。
　また、教員についても、学習状況や提出物等の提出状況などについて把握し、家庭学習
の習慣化について、教科・学級指導の中で取り組むことができている。
○課題
　１日１時間以上の家庭学習の習慣が身に付いている生徒は、目標とする８０％を越えるこ
とができなかった。学力定着には家庭学習の積み重ねが不可欠であるという共通認識に立
ち、保護者・家庭の協力を得ながら、家庭学習の重要性や具体的な取り組み方法等を啓
発・指導し、家庭学習の一層の充実を目指していきたい。

・家庭学習の習慣化に向けて、保護者に対して、啓
発、指導をしていますか。

66.7% 33.3%

生徒
・家庭学習（塾、家庭教師等も含む）週間は１日１時
間以上身についていますか。

72.7% 27.3%

保護者
・お子様は家庭学習の習慣がついていると思います
か。

１日１時間以上家
庭学習をする生徒
の割合（８０％以
上を目指す）

教　員

・生徒へ家庭学習について、教科・学級で指導してい
ますか。また、提出状況等を教科・担任と連携して確
認していますか。

88.2% 11.8%

教　員

63.4% 36.6%

0.0%

○成果　　「書く力」の育成について、教員が様々な場面で生徒の「書く力」を育てる活動を実践して
いる評価が出ている。また、生徒の「自分の考えや意見を授業や評価表、生活ノートのなどに書いて
いますか。」の質問に対するＡ、Ｂ評価の合計が前期より７％増え、９０％近くになった。
○課題　　自分の思いを文章にすることには抵抗がなくなってきている。これからは、自分の考えを論
理的に表現できる力を育てることを目的に、指導方法を工夫改善していく。そのために「ＫＵデザイン
話し合いモデル等を示す」をさらに実践する、また、学習の中に言語技術をとりいれるなど、論理的な
思考や説明ができるようなるための指導を実践していく。

生　徒
・自分の考えや意見を授業や評価表、生活ノートのな
どに書いていますか。

87.2% 12.8%

0.0%

○成果
毎時間「めあてを示す」ことにより、教員側も今まで以上に授業のねらいを明確に意識すると同時に、生徒にとっても見通し
を持って授業を受けることができ、ねらいに対して主体的に学習に係わりやすくなっていると考えられる。また、黒板を分け
ての活用により、板書の作業もスムースに行えるようになった。概ねの教科で「関心」「知識」について、達成度が高いのは
その成果ともとらえられる。
○課題
生徒が「よくできた」と答える割合に比べ、教員のその割合は低いため、毎時間の授業で教員がねらいと内容についてさら
に意識をして取り組む必要がある。また、生徒の「できなかった」の1.2％の生徒への働きかけが必要である。

生　徒
・授業の始めに「本時のめあて」が確認できています
か。

96.1% 3.9%

短期経営
重点目標
（１年目）

ＫＵデザインに
基づいた、学習
環境整備を行
い、基礎学力の
定着を図る

見通しを持って授業に
のぞめたり、板書や指
示・説明がわかりやす
いと答えた生徒の割合
（８０％以上を目指
す）

教　員
・授業の始めに「本時のめあて」を黒板に書き示し、
生徒に確認できていますか。

100.0%

「書く力」ついた
と感じる生徒の割
合
（８０％以上を目
指す）

教　員
・自分の考えや意見を授業中やその他の時間に書ける
ように、「書く力」の育成を意識した活動を工夫して
いますか。

100.0%

　
評価はアンケート結果の数値を基に
【Ａ≧80%＞Ｂ≧70%＞Ｃ≧50%＞Ｄ】
を基準に判定し、評価を大きい文字のＡ～Ｄで表しています。（数値はアンケート結果のＡにＢを加えた値で判定しています。）

目　　標 評価指標 アンケート
アンケート結果

評価 成果と課題
①＋② ③＋④

アンケート結果の見方 アンケート結果のグラフについて

中期経営
重点目標

①　誰にでもわ
かりやすい授業
づくりをめざす
②　生徒が自己
肯定感をもち、
安心できる学級
づくりをめざ
す。
③　保護者、地
域に学校理解の
ための的確な情
報提供を行う。

各教科の関心・意
欲・態度と知識・
理解の観点別評価
のＡとＢ評価の生
徒の割合を８０％
以上にする

　各アンケート結果をＡ～Ｄで表したものです。

① よくできた

② できた

③ あまりできなかった

④ できなかった

アンケート結果の数値をグラフで表しています。

評価について

①＋②

①＋②

③＋④

③＋④

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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